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本号では、未来にむけた「銅」に関する
技術と取組みについて取り上げました。
技術では、今後の電力供給の要となる
最高品質の直流海底ケーブル、抗菌・抗
ウイルス性能を格段に向上させた銅合金
蒸着マスク、建築板金の技術を使って

生み出されたアクセサリー。
取組みでは、伸銅のSDGs、小中学生を
対象として開催した銅の実験教室です。
「持続可能な世界」を実現する活動に
係る「銅」の情報を発信していきます。

編集デスク　小澤　隆（日本銅センター）

〈委員長〉磯部剛（古河電気工業㈱）
〈委員〉鉱山／高梨友宏（三菱マテリアル㈱）、
菱田謙一郎（パンパシフィック・カッパー㈱）、
吉本俊（日本鉱業協会）
伸銅／畚野章（㈱神戸製鋼所）、
根本優一（一社）日本伸銅協会
電線／斎藤春彦（㈱フジクラ）、
前田かおり（（一社）日本電線工業会）
〈（一社）日本銅センター〉
和田正彦、中山宏明、宮本和法、岩谷恵美子

銅センターニュース
N E W S

「冷媒用被覆銅管施工
  マニュアル」改訂

NEWS   1

　日本銅センター・冷媒用被覆銅管委員会では、2020年12月に発行した「冷
媒用被覆銅管施工マニュアル」の改訂を行った。
　今回の改訂では、お問い合わせの多い「銅管の変色」の項目を追加した。
　冷媒用被覆銅管の施工を間違いなく、より確実に行っていただくために
ご活用いただきたい。

第９回メタルジャパン（高機能金属展）に出展NEWS   4
　日本銅センターは、日本伸銅協会との共催で2022年12月７～９日、幕張メッセ（千葉県）で
開催された「第９回メタルジャパン（高機能金属展）」に出展した。
　「接触感染予防策に貢献する超抗菌・抗ウイルス「銅」」を展示コンセプトとし、銅の
持つ超抗菌性能の解説、評価試験結果等のパネル展示を中心に、これらの最新情報を
掲載したパンフレットを配布。日本銅センター独自の銅の超抗菌性能基準を満たした
「CU STAR」認証製品を展示した。
　その他、銅のリサイクル、日本銅センターの活動についてもＰＲを行った。
　同時開催されたセミナーでは、JX金属株式会社機能材料事業部市場開発部主任
技師小池健志氏の「高機能銅合金箔/銅箔の技術動向」と題した講演が行われ、
100名を超す参加者が詰めかけた。 セミナーでの講演▶

「空調用冷媒「銅」配管」
  特設サイト開設

 NEWS   2

　日本銅センターでは、展示会等で要望があった空調用配管
に関する特設サイトをＨＰ内に開設した。
　「空調機器の冷媒配管には「銅管が最適です」」と銘打ち、
空調用冷媒配管に使用される冷媒用被覆銅管及び継手の
製品から施工、さらには規格・認証等も網羅し紹介している。

「第54回管工機材・
  設備総合展」に出展

NEWS   3

　日本銅センターは、2022年10月19日～21日に東京都立産
業貿易センターで開催された「第５４回管工機材・設備総合
展」に出展した。「省エネで地球守る、環境に優しい設備展」
と銘打った展示会テーマに準じ、当センターでは、銅管の優位
性とリサイクル性、冷媒用被覆銅管とその継手に関するパネ
ル展示とJCDA規格認証製品の展示を行った。
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緋銅の他にも、銅そのものの輝き、鮮やかな緑青、茶褐色の焼き色など多彩なバラを制作。
銅鐸やトンボなど様々な造形のペンダント、ブローチ、ピアスも人気商品
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冷媒用被覆銅管
施工マニュアル

一般社団法人 日本銅センター
冷 媒 用 被 覆 銅 管 委 員 会
施工マニュアル作成分科会
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JCDA0009に規定されている冷媒用被覆銅管 冷媒用被覆銅管の用途 冷媒用被覆銅管の施工フロー

＊規格では、原管質別・外径及び肉厚と、それに対する保温材の厚さが規定されています。

大規模ビルから小規模店舗に至るまで、冷媒
を用いたパッケージエアコンは広く採用されて
おり、そこに冷媒用被覆銅管が使用されてい
ます。その一例を下図に示します。

冷媒用被覆銅管
空調用の冷媒配管には結露を防止する等を目的に銅製の冷媒管の外側にポリエチレンフォーム等の保

温材を被覆した冷媒用被覆銅管が広く使用されています。 

2012年、冷媒用被覆銅管の日本銅センター規格（JCDA0009）を制定、平成25年版より国土交通省営

繕部監修・公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）に掲載されました。

直管

直管

コイル管

コイル管

コイルの巻き戻し3

管端真円修正

1 製品の保管

製品の取り扱い2

配管の切断4

バリ取り5

曲げ加工6

銅管の接続7

保温材の接続8

配管の支持9

保温材の保護10

防火区画貫通部の処理11

フレア接続7-１

機械式継手接続7-２

ろう付け接続7-３

コイル管

直管・コイル管

直管・コイル管

シングル管

ペア管

JIS H 3300「銅及び銅合金の継
目無管」に規定する銅管による。
C1220（りん脱酸銅管）が使用
されています。

※空調機器更新時の冷媒用被覆銅管の取り扱いについて
空調機器の更新時には下記2点をご考慮の上、冷媒用被覆銅管も同時に更新していただくことが大切と考えています。
①現在の冷媒用被覆銅管の保温材は従来の可燃性のものから難燃性のものに変わっています。
難燃性の冷媒用被覆銅管に更新することにより、安全性を高められると考えます。

②地球温暖化防止対策として冷媒のリークを極力減らす取り組みを、国が率先して進めています。これを尊重し空調機器を更新する際は、継手部での
リークの危険性、支持部等での伸縮の繰り返しによる疲労割れの可能性等を点検するとともに、可能であれば早めに新しい冷媒用被覆銅管に
更新することが望ましいと考えます。

原管　

JIS A 9511「発泡プラスチック保温
材」に規定するA種ポリエチレン
フォーム保温筒２種等が使用され
ています。
難燃性を有するものが使用されて
おり、JIS C 3005の傾斜試験によ
る燃焼試験を行ったとき、60秒以
内に自然に消えるものである必要
があります。

保温材

表皮材

※規格では「断熱材」と記載、被覆材
　とも言います。

口径の異なるシングル管の表皮材を融着し、ペアにしたもの。

立
て
管

横走り管

室外機

室内機

施工フローを下図に示します。本書では施工
の作業項目を工程順に構成しており、それぞれ
の項目ごとに注意点を解説します。
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